









































































華学芸社社員録第一期』（1923年版）及び『中華学芸社社員録』（1935年版）（図 1 と 2 参照）という
原資料を逐一参照することで、学芸社に参加した同人に関する情報をより正確に把握することが
できると考えている。
まず、図 1 にある『中華学芸社社員録第一期』であるが、1923年 6 月に、学芸社の出版部が編
集した社内社員録である。それを見ると、張資平は118番目、陶晶孫は123番目、成仿吾は143番目、
郭沫若は249番目、滕固は350番目、鄭伯奇は377番目、郁達夫は493番目、方光燾は562番目の丙









録の有無を問わなければ、上述の 8 名以外、何畏、沈起予、穆木天、李初梨、王学文という 5 名
が学芸社に加入したことを発見できた。さらに、『学芸』（ 1 － 9 巻）に添付される「新入社員表」
を確認すると、更に段可情も入会した同人であり、各社員の加入時期も明らかになった。以上か
ら、同人の出身校や専攻などの留学状況も踏まえて、一覧にすると下掲の表 1 と表 2 の通りにな
図 1 ：『中華学芸社社員録第一期』 図 2 ：『中華学芸社社員録』
（表 1 ：創造社成立以前に中華学芸社へ加入した創造社同人）
時期 番目 氏名 学科 入学校 入学年度、配当校
1917/9 118 張資平 地質 東京帝国大学 1914　一高特設予科13
1917/9 123 陶晶孫 医学 九州帝国大学
1918/5 143 成仿吾 造兵 東京帝国大学 1913　一高特設予科




表 1 から判るように、学芸社に加入した 4 名はいずれも「大高同学





















時期16 番目 氏名 学科 入学校 入学年度、配当校
1922 350 滕固 文科17 東洋大学
1922 377 鄭伯奇 心理 京都帝国大学 1918一高特設予科
1923/4 493 郁達夫 経済 東京帝国大学 1914一高特設予科
1923/7 562 方光燾 文科 東京高等師範学校
1923/12 796 段可情 文科 日本大学
何畏 社会 東京帝国大学
1924/5 913 穆木天 文学 東京帝国大学 1919一高特設予科
1924/5 986 王学文 経済 京都帝国大学
1924/5 991 漆樹芬 経済 京都帝国大学
1925/1 1148 李初梨 文学 京都帝国大学 1920一高特設予科
















　「人文科学」： 2 編　「約檀河之水」（第 2 巻 8 号）；「通訊」（張資平致心南）（第 2 巻10号）。
　「自然科学」： 4 編　「結晶符号与几何方程式之关系」（第 2 巻 8 号）；「所争者鉱也」（第 2 巻 9 号）；
「火山形態之分類」（第 2 巻10号）；「石油問題」（第 2 巻10号）。
②陶晶孫・成仿吾　（a）会務担当なし。（b）掲載作品なし。
③郭沫若　（a）会務担当なし。（b）「人文科学」： 4 編　「湘累」（劇曲） （第 2 巻10号）；「我国思想上的














「人文科学」： 2 編「以思潮為中心之英文学史」（訳）（第 9 巻 1 号）；「三七晩上」（小説） （第 6 巻 9 号）。
「自然科学」：11編「地球之年齢」（第 3 巻 3 号）；「地層剖面図之傾斜角度及層厚之計算」（第 3 巻 5
号）；「鉄微生菌」（第 3 巻 7 号）；「鉱床之五帯」（第 3 巻 7 号）；「球面投影図法」（第 3 巻 8 号）；「岩漿
之分体」（訳）（第 4 巻 1 号）；「地質学者達尔文」（第 5 巻 6 号）；「威格那氏之地殻移動説」（講演）（第 6
巻 9 号）；「生物地理」（合訳）―張資平・黄嘉今（第 9 巻 1 号）；「生物地理」（合訳）―張資平・黄嘉今









（c）『学芸』に掲載された作品：「人文科学」： 8 編「洪水時代」（第 3 巻 8 号）；「月光」（第 4 巻 4 号）；
「社会革命与政治革命」（第 6 巻 4 号）；「社会革命与社会政策」（第 6 巻 6 号）；「Löbenicht 的塔」（第 6
巻 5 号）；「万引」（第 6 巻 7 号）；「文学的本質」、「湖心亭」（第 7 巻 1 号）。



























①王独清　『学芸』に掲載された作品： 8 編　「吊希腊歌」（訳） （第 4 巻 1 号）；「詩人魏莱奈之二大名
作」（訳） （第 4 巻 2 号）；「葉落」（訳）（第 4 巻 3 号）；「未来之芸術家」（第 4 巻 4 号）；「詩人孟德斯鳩
底周年祭」（第 4 巻10号）；「雲雀歌」（訳） （第 5 巻 1 号）；「雑訳詩篇」（訳） （第 5 巻 3 号）；「雑訳詩篇
（続）」（訳） （第 5 巻 5 号）。




















































張資平 文学 2 編、自然 8 編 文学 1 編、自然 2 編 文学 1 編、自然 3 編
郭沫若 文学 5 編 文学 7 編
滕固 文学 1 編
鄭伯奇 文学 1 編
王独清 文学 8 編























しかし上掲の 3 年後にあたる1921年 1 月24日に、郭沫若が張資平に送付した書簡を見ると、彼
は一転して学芸社への態度を変えていることが看取できる。




























































































































1  実藤恵秀『中国人日本留学史』（くろしお出版、1960）による。1896年旧暦 3 月の末、清国は留学生13名が日
本へ派遣した。その後、中国人留学生は次第に増加した。実藤によると、当時の留学生が新しい思想を受けつ
つ翻訳活動や日本で雑誌を発行したとある。
2  同注 1 、331－404頁。
3  潘吉玲「中華学芸社とその機関誌『学芸』について」（孫安石・大里浩秋編『中国人留学生と「国家」・「愛国」・
「近代」』、東方書店、2019）　190頁。
















12 丙辰学社編『中華学芸社社員録』（学芸雑誌編集處、1935）　 1 頁。原文：「社員名次以登計先後之號数次序為
標準但後列索引則以筆画多寡為先後」。
13 ここで、第一高等学校特設予科は一高特設予科と省略する。以下同じ。















20 創造社は1921年 6 月上旬に創設された団体である。『学芸』の第 3 巻第 2 号は1921年 6 月30日に刊行されたも
のである。行論の都合で、『学芸』の第 3 巻第 2 号までの範囲で分析する。
21 『学芸』第 3 巻第 8 号（1922年）の「丙辰学社啓事」に「張資平幹事は住所を変更した」ある所から、彼はそ
れ以前から幹事として務めていた可能性もある。
22 郭沫若「通訊 （郭沫若先生的来函・資平兄：）」（『学芸』（第 2 巻第10号）、1921年）。
23 1923年 5 月 1 日に刊行された『学芸』 （第 5 巻第 1 号） の末に『「学芸叢書」委員会簡章』を添付された。その
中に、郭沫若は委員25名の 1 名である。
24 『学芸』（第 5 巻第 9 号、第 6 巻第 1 ～ 6 号、第 8 巻 1 ～ 4 号）の末に添付された『社報』を参照する。
25 同注23。その中に、成仿吾は委員25名の 1 名である。
26 同注24。その中に、成仿吾の名前は郭沫若の後に書いている。
27 李建中「王独清生平考辩」（『新文学史料』、1994 ）　201－209頁。








31 同注 4 、200頁。表 6 による。














40 郭沫若『創造社十年續編』（北新書局、1938） 8 、 9 頁。原文：「来聴講的人異常的冷落。一點鐘過了，只稀疏
地有幾個人，来的人看見没有後継者，坐不一會絡續地退出去了」。
41 同注40、 9 、11頁。原文：「只要你肯出馬、一定會有人来」、「只要你肯講文學，一定有人来聴講」。
42 同注40、62、63頁。原文：「在前面説過，中華學芸社的人所打算組織的學芸大學，我是掛名的籌備委員之一，
而且被預約着充當将来的文學系的主任。委員雖僅是掛名，主任也僅是預約，然而，怎好見了實利便抛棄了朋友
們的厚誼而向高枝飛起呢？因此我又不得不把武大的聘書和旅費一同退回了去」。
43 同注40、112、113頁。原文：「起初是募款，仿照青年會拉會員的辦法，分成了十大隊……假使中華學芸社的人
是以美國留學生為主體，或者僅有法門去向洛克費勒（Rochefeller）摩爾剛（Morgan）輩的大財主們分些餘潤，
然而這入個學社的主體們卻都是留東学學生，而且専門以学學術為職志的」。
44 同注40、119頁。
45 同注40、126－134頁。原文：「那三十個的同學，也就和其他的三百人或三千人的學校情形一様，至少是分成了
三派的。一派是國家主義者，崇拜聖人曽琦……一派是非國家主義者，自然也就不崇拜聖人曽琦……另外還有一
派便是無所謂派了……這不完全是賭博嗎」。
46 同注40、137－186頁。
47 同注3、191頁。
（曽小蘭　東北大学大学院国際文化研究科アジア・アフリカ研究講座）
